
決算の公表
市の家計簿ともいえる平成24年度の決算がまとまりました。皆さんから納められた貴重な税金
がどのように使われているのかを知ってもらうため、市では毎年、財政状況を公表しています。

福祉や教育など、市の行政運営の基本的な経費の会計です一般会計
　平成24年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入が645億7,307万円、歳出では601億2,311万円で、差し引き
は44億4,996万円でした。この中には、平成25年度に繰り越すべき財源として21億9,346万円が含まれてい
ますので、平成24年度の実質収支は22億5,650万円でした。

その他　5億2,019万円（0.9％）農林水産業費
12億1,526万円（2.0％）

消防費　34億3,579万円（5.7％）
商工費　16億6,485万円（2.8％）

公債費
42億6,529万円

（7.1％）
土木費

53億9,104万円
（9.0％）

衛生費
78億6,526万円

（13.1％）
教育費
95億7,594万円
（15.9％）

総務費
104億8,108万円
（17.4％）

民生費
157億841万円
（26.1％）

645億7,307万円 601億2,311万円

（市民税・固定資産税など）
市税
（市民税・固定資産税など）
299億2,485万円
（46.3％）

その他　43億5128万円（6.7％）

（特定の事業に対し国から交付されたお金）
国庫支出金
（特定の事業に対し国から交付されたお金）
71億5,415万円（11.1％）（国や銀行から長期に借りたお金）

市債
（国や銀行から長期に借りたお金）
53億8,860万円（8.3％）

（財政力に応じて国から交付されたお金）
地方交付税

（財政力に応じて国から交付されたお金）
43億2,237万円（6.7％）

（前年度から繰り越されたお金）
繰越金

（前年度から繰り越されたお金）
38億5,675万円（6.0％）

（市の貯金「基金」から繰り入れたお金）
繰入金

（市の貯金「基金」から繰り入れたお金）
29億718万円（4.5％）

（特定の事業に対し県から交付されたお金）
県支出金

（特定の事業に対し県から交付されたお金）
22億5,332万円（3.5％）

（保育料など特定の利益を受ける人が負担したお金）
分担金・負担金

（保育料など特定の利益を受ける人が負担したお金）
17億8,046万円（2.8％）

（消費税の一部として県から交付されたお金）
地方消費税交付金

（消費税の一部として県から交付されたお金）
17億4,053万円（2.7％）

（施設の使用料や住民票の手数料など）使用料・手数料（施設の使用料や住民票の手数料など）
8億9,358万円（1.4％）

歳入 歳出

民生費 子ども医療費助成事業など
子育て支援の充実を図るため、中学3年生までの子どもの入院・通院に対して医療費を助成

総務費 公津の杜複合施設整備事業など
公津の杜地区におけるコミュニティ活動の拠点施設となる複合施設の建設工事を実施

教育費
公津の杜中学校建設事業など
西中学校の生徒数増加による教室不足を解消するとともに、学校規模の適正化を図るため、公津の
杜中学校の建設工事を実施

衛生費 新清掃工場整備事業など
富里市との共同事業により、「成田富里いずみ清掃工場」（平成24年10月から稼働）の建設工事を実施

土木費 JR・京成成田駅中央口地区整備事業など
JR成田駅東口地区に再開発ビルの建設工事を実施

公債費 市債の償還元金と利子

消防費 消防庁舎整備事業など
赤坂消防署庁舎の老朽化と耐震性の不足により、新庁舎の建設工事を実施

商工費 企業誘致事業など
産業の振興や雇用の創出を図るため、対象区域に工場などを新設した事業者へ奨励金を交付

農林水産業費 水田農業構造改革対策事業など
水田の有効活用を促進し、収益性の高い安定した水田農業経営の確立を支援

平成24年度

このような事業に使われましたこのような事業に使われました
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決算の公表平成24年度
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会計名 歳入 歳出
国民健康保険（事業勘定）129億9,305万円 123億9,254万円
国民健康保険（施設勘定） 1億7,544万円 1億6,363万円
下水道事業 19億6,532万円 18億9,425万円
公設地方卸売市場 2億1,716万円 2億 24万円
介護保険 52億7,903万円 51億5,819万円
農業集落排水事業 1億6,236万円 1億5,670万円
後期高齢者医療 7億6,767万円 7億6,291万円

合計 215億6,003万円 207億2,846万円

特定の事業を行うために、一般会計と区別して処理する会計
です

地方公営企業法の適用を受け、民間企業のように、利用料金
などの収益で運営している公営企業の会計です

特別会計 公営企業会計

市の借金です

市債

区分 平成24年度末現在

一般会計

総務債 94億7,736万円
民生債 12億4,641万円
衛生債 46億2,494万円
農林水産業債 1億1,647万円
土木債 95億9,452万円
消防債 16億8,239万円
教育債 83億1,875万円
その他 87億2,125万円
計 437億8,209万円

特別会計
下水道事業債 70億7,472万円
農業集落排水事業債 15億5,276万円
計 86億2,748万円

公営企業会計 上水道事業債 99億8,134万円
簡易水道事業債 24億7,175万円
合計 648億6,266万円

水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 23億9,262万円 18億4,945万円
資本的収支 3億9,834万円 12億 678万円

簡易水道事業特別会計
区分 収入 支出

収益的収支 2億5,435万円 2億5,417万円
資本的収支 － 9,054万円

土地・建物・物品・基金（特定の事業を行ったり、財源が不足
したりするときに使う市の貯金など）などがあります

市有財産

区分 平成24年度末現在
土地 446万9,729㎡
建物 43万7,542㎡
物品（車両など） 584台
基金 106億27万円
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上空から見た市内（市役所周辺）上空から見た市内（市役所周辺）

財務4表（平成24年度）の公表
市では、国民健康保険などの特別会計と成田市土地開発公社などの関係団体を含めた「財務4表」
を作成し、資産や負債の状況を含む財政全体について公表しています。

　平成24年度末に市が保有する資産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ったかを表す
ものです。資産と負債・純資産を左右に分け、その合計が均衡していることからバランスシートと呼
ばれます。

本対照表から分かる市の状況
　「純資産比率〈純資産合計÷総資産（負債・純資産合計）〉」
は、総資産のうち返済義務のない純資産がどれくらいの割
合かを表します。この比率が高いほど、財政状況が健全で
あるといえ、市町村の標準は60～70％であるといわれてい
ます。市の純資産比率は75.3％で標準を上回っていること
から、財政状況の健全性がうかがえます。
　「社会資本形成の世代間比率〈純資産合計÷（事業用資産＋
インフラ資産）〉」は、社会資本形成に係る負担のうち、これ

までの世代の負担がどれくらいの割合かを表します。この
比率が高いほど、これまでの世代が社会資本形成に係るコ
ストを負担しており、低ければ、将来の世代が負担しなけ
ればならないことを意味します。市町村のこれまでの世代
の負担割合の平均は約80％です。市の社会資本形成の世代
間比率は82.8％で平均を上回っていることから、負担を将
来に先送りしない、健全な財政運営をしてきたことが分か
ります。

【負債の部】 金額(時価で評価)
1. 流動負債(1年以内に償還する地方
債など) 6,514

未払金・未払費用 244
前受金・前受収益 2
引当金(賞与引当金) 593
預り金(保管金など) 439
公債(短期) 4,808
短期借入金 68
その他の流動負債 360

2. 非流動負債(再来年以降に償還すべ
き地方債など) 70,732

公債 60,055
引当金(退職給付引当金など) 10,211
その他の非流動負債 466

負債合計 77,246
【純資産の部】

純資産合計 235,171

負債・純資産合計 312,417

【資産の部】 金額(時価で評価)
1.金融資産 28,500
資金 8,585
金融資産 19,915
債権 3,764
投資等 16,151

2.非金融資産 283,917
事業用資産(市役所・学校などの
建物や用地) 94,609

有形固定資産 94,458
無形固定資産 10
棚卸資産 141

インフラ資産(道路・橋・公園な
ど地域の共通基盤となる資産) 189,293

繰延資産 15
資産合計 312,417

(単位：百万円)

①貸借対照表（バランスシート）
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決算の公表平成24年度

④資金収支計算書（キャッシュフロー計算書）
　1年間の現金の流れを示し、どのような活動に資金を必要
としているかを表しています。

　1年間の行政に要した費用のうち、福祉サービスやごみの
収集に掛かる経費など、資産形成につながらない行政サー
ビスに要した費用を区分して表すとともに、それらのサー
ビスの対価としての使用料や手数料などの収入を表してい
ます。

　純資産（これまでの世代や国・県が負担した将来返済しな
くていい財産）が、1年間にどのような財源や要因で増減し
たかを表しています。

本計算書から分かる市の状況
　総行政コストは643億4,000万円で、支出に対する受益者
負担は経常収益63億2,600万円で、差し引き580億1,400万
円は、市税などの一般財源や国・県からの補助金で賄ってい
ます。

本計算書から分かる市の状況
　資金収支額は1億3,200万円の黒字となり、期末資金残高
は85億8,400万円となりました。

(単位：百万円)
金額

【経常費用】
1.経常業務費用（日常の行政に要した費用） 33,351
人件費 12,960
物件費 9,613
経費 9,433
業務関連費用 1,345

2. 移転支出（補助金・社会保障給付など地域
住民に配分した支出） 30,989

補助金等移転支出 2,635
社会保障関係費等移転支出 25,536
その他の移転支出 2,818

経常費用合計（総行政コスト） 64,340
【経常収益】

経常業務収益 6,326
業務収益 5,233
業務関連収益 1,093

経常収益合計 6,326
純経常費用（純行政コスト） 58,014

(単位：百万円)
金額

前期末残高 235,163
当期変動額
【財源変動の部】 354

1.財源の使途 76,402
純経常費用への財源措置 58,014
固定資産形成への財源措置 11,578
長期金融資産形成への財源措置 1,506
その他の財源の使途 5,304

2.財源の調達 76,756
税収 32,601
社会保険料 4,366
移転収入 28,013
その他の財源の調達 11,776

【資産形成充当財源変動の部】 △303
1.固定資産の変動 3,557
2.長期金融資産の変動 △1,557
3.評価・換算差額などの変動 △2,303

【少数株主持分変動の部】 △1
【その他の純資産変動の部】 △42
当期変動額合計 8
当期末残高 235,171
本計算書から分かる市の状況
　純資産は800万円増加しました。

対象に含める会計の範囲

連結グループ

市が50％以上出
資するなどの連
結団体基準を満
たす関係団体
(成田市土地開発公社
など)

市全体

特別会計
(国民健康保険
など)

一般会計

富里市と共同で建設された成田富里いずみ清掃工場

②行政コスト計算書 ③純資産変動計算書

(単位：百万円)
金額

【経常的収支区分】
経常的収支（行政サービスを行う中で、毎年
継続的に収入・支出されるもの） 10,937

経常的収入 71,157
経常的支出 60,220

【資本的収支区分】
資本的収支（学校・公園・道路などの資産形
成、投資・貸付金などの収入・支出） △10,602

資本的収入 4,156
資本的支出 14,758

基礎的財政収支 335
【財務的収支区分】

財務的収支（市債・借入金などの収入・支出） △203
財務的収入 6,557
財務的支出 6,760

当期資金収支額 132
期首資金残高 8,452
期末資金残高 8,584

17 広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2013.12.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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